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【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年12月9日(2011.12.9)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ
）無線通信システムにおける使用に適合された移動端末装置において第１サービス及び第
２サービスを受信する方法であって、
　前記方法は、
　第１論理チャネルを介して、前記第１サービスの指示を有するメッセージを受信するた
めの周期を示す周期情報を受信することと、
　第２論理チャネルを介して、前記第１サービスの指示を有する前記メッセージを受信す
ることであって、前記メッセージは、前記周期情報によって示される前記周期で周期的に
受信される、ことと、
　前記第１サービスの指示に応答して前記第１サービスのデータを受信することと
　を含み、前記第２論理チャネルは、前記第２サービスに関連し、前記第１サービスは、
セル放送サービスであり、前記第１論理チャネル及び前記第２論理チャネルを使用する前
記第１サービス及び前記第２サービスは、物理チャネルを介して受信される、方法。
【請求項２】
　前記第１論理チャネルは、放送制御チャネルである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２論理チャネルは、ポイント　ツウ　マルチポイントチャネルである、請求項１
に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２論理チャネルを周期的に受信することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１サービスのデータは、ポイント　ツウ　マルチポイントチャネルを介して受信
される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
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　前記ポイント　ツウ　マルチポイントチャネルは、セル放送トラフィックチャネルであ
る、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１サービスの指示を有する前記メッセージは、ポイント　ツウ　マルチポイント
情報メッセージである、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１サービスの指示を有する前記メッセージは、放送制御スケジューリングメッセ
ージであり、前記放送制御スケジューリングメッセージは、前記周期情報の長さ及び前記
周期情報の始点を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１論理チャネルは、ポイント　ツウ　マルチポイント制御チャネルである、請求
項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１サービスの指示を有する前記メッセージを受信することは、変更周期の間に受
信することを含み、前記第１サービスのデータを受信することは、対応する変更周期の間
に受信することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ
）無線通信システムにおいて第１サービス及び第２サービスを通信する方法であって、
　前記方法は、
　第１論理チャネルを介して、前記第１サービスの指示を有するメッセージを転送するた
めの周期を示す周期情報を転送することと、
　第２論理チャネルを介して、前記第１サービスの指示を有する前記メッセージを転送す
ることであって、前記メッセージは、前記周期情報によって示される前記周期で周期的に
提供される、ことと、
　前記第１サービスの指示に対応する前記第１サービスのデータを転送することと
　を含み、前記第２論理チャネルは、前記第２サービスに関連し、前記第１サービスは、
セル放送サービスであり、前記第１論理チャネル及び前記第２論理チャネルを使用する前
記第１サービス及び前記第２サービスは、物理チャネルを介して受信される、方法。
【請求項１２】
　前記第１論理チャネルは、放送制御チャネルである、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第２論理チャネルは、ポイント　ツウ　マルチポイントチャネルである、請求項１
１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１サービスのデータを転送することは、ポイント　ツウ　マルチポイントチャネ
ルを介して転送することを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ポイント　ツウ　マルチポイントチャネルは、セル放送トラフィックチャネルであ
る、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第１サービスの指示を有する前記メッセージは、ポイント　ツウ　マルチポイント
情報メッセージである、請求項１１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１サービスの指示を有する前記メッセージは、放送制御スケジューリングメッセ
ージであり、前記放送制御スケジューリングメッセージは、前記周期情報の長さ及び前記
周期情報の始点を含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第１論理チャネルは、ポイント　ツウ　マルチポイント制御チャネルである、請求
項１１に記載の方法。
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【請求項１９】
　前記第１サービスの指示を有する前記メッセージを転送することは、変更周期の間に転
送することを含み、前記第１サービスのデータを転送することは、対応する変更周期の間
に転送することを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項２０】
　３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ
）無線通信システムにおいて第１サービス及び第２サービスを受信するように適合された
移動端末装置であって、
　前記移動端末装置は、
　前記第１サービスの指示を有するメッセージを受信するための周期を示す周期情報を含
むＲＦ信号を受信し、前記第１サービスの指示を有する前記メッセージを含むＲＦ信号を
受信し、前記第１サービスのデータを含むＲＦ信号を受信するように適合されたアンテナ
ユニットと、
　前記アンテナユニットによって受信された前記ＲＦ信号を処理するように適合されたＲ
Ｆユニットと、
　ユーザからの情報を入力するためのキーパッドと、
　前記周期情報、前記第１サービスの指示及び前記第１サービスのデータを保存するよう
に適合された記憶ユニットと、
　前記ユーザに情報を伝達するように適合されたディスプレイと、
　第１論理チャネルを介して受信された前記周期情報を処理し、第２論理チャネルを介し
て受信された前記第１サービスの指示を有する前記メッセージを処理し、前記第１サービ
スのデータを処理するように適合された処理ユニットと
　を備え、
　前記第１サービスの指示を有する前記メッセージは、前記周期情報に応答して周期的に
受信及び処理され、前記第１サービスのデータは、前記第１サービスの指示によって示さ
れる前記周期で処理され、前記第２論理チャネルは、前記第２サービスに関連し、前記第
１サービスは、セル放送サービスであり、前記第１論理チャネル及び前記第２論理チャネ
ルを使用する前記第１サービス及び前記第２サービスは、物理チャネルを介して受信され
る、移動端末装置。
【請求項２１】
　前記第１論理チャネルは、放送制御チャネルである、請求項２０に記載の移動端末装置
。
【請求項２２】
　前記第２論理チャネルは、ポイント　ツウ　マルチポイントチャネルである、請求項２
０に記載の移動端末装置。
【請求項２３】
　前記処理ユニットは、周期的に前記第２論理チャネルを処理するようにさらに適合され
ている、請求項２０に記載の移動端末装置。
【請求項２４】
　前記処理ユニットは、ポイント　ツウ　マルチポイントチャネルを介して前記第１サー
ビスのデータを処理するようにさらに適合されている、請求項２０に記載の移動端末装置
。
【請求項２５】
　前記ポイント　ツウ　マルチポイントチャネルは、セル放送トラフィックチャネルであ
る、請求項２４に記載の移動端末装置。
【請求項２６】
　前記処理ユニットは、ポイント　ツウ　マルチポイント情報メッセージを処理するよう
にさらに適合されており、前記ポイント　ツウ　マルチポイント情報メッセージは、前記
第１サービスの指示を有する前記メッセージである、請求項２０に記載の移動端末装置。
【請求項２７】
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　前記処理ユニットは、放送制御スケジューリングメッセージを処理するようにさらに適
合されており、前記放送制御スケジューリングメッセージは、前記第１サービスの指示を
有する前記メッセージであり、前記放送制御スケジューリングメッセージは、前記周期情
報の長さ及び前記周期情報の始点を含む、請求項２０に記載の移動端末装置。
【請求項２８】
　前記第１論理チャネルは、ポイント　ツウ　マルチポイント制御チャネルである、請求
項２０に記載の移動端末装置。
【請求項２９】
　前記処理ユニットは、変更周期の間に、前記第１サービスの指示を有する前記メッセー
ジを処理し、対応する変更周期の間に前記第１サービスのデータを処理するようにさらに
適合されている、請求項２０に記載の移動端末装置。
【請求項３０】
　３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ
）無線通信システムにおいて少なくとも一つの移動端末装置に第１サービス及び第２サー
ビスを提供するネットワークであって、
　前記ネットワークは、
　前記第１サービスの指示を有するメッセージを転送するための周期を示す周期情報を含
むＲＦ信号を転送し、前記第１サービスの指示を有する前記メッセージを含むＲＦ信号を
転送し、前記第１サービスのデータを含むＲＦ信号を転送するように適合された少なくと
も一つの転送器と、
　前記第１サービスのデータを生成するように適合されたユニットと、
　前記少なくとも一つの転送器を制御することにより、第１論理チャネルを介して前記周
期情報を転送し、第２論理チャネルを介して前記第１サービスの指示を有する前記メッセ
ージを転送し、前記第１サービスのデータを転送するように適合された制御器と
　を備え、
　前記第１サービスの指示を有する前記メッセージは周期的に提供され、前記第１サービ
スのデータは前記第１サービスの指示に対応し、前記第２論理チャネルは、前記第２サー
ビスに関連し、前記第１サービスは、セル放送サービスであり、前記第１論理チャネル及
び前記第２論理チャネルを使用する前記第１サービス及び前記第２サービスは、物理チャ
ネルを介して受信される、ネットワーク。
【請求項３１】
　前記第１論理チャネルは、放送制御チャネルである、請求項３０に記載のネットワーク
。
【請求項３２】
　前記第２論理チャネルは、ポイント　ツウ　マルチポイントチャネルである、請求項３
０に記載のネットワーク。
【請求項３３】
　前記制御器は、ポイント　ツウ　マルチポイントチャネルを介して前記第１サービスの
データを転送するようにさらに適合されている、請求項３０に記載のネットワーク。
【請求項３４】
　前記ポイント　ツウ　マルチポイントチャネルは、セル放送トラフィックチャネルであ
る、請求項３２に記載のネットワーク。
【請求項３５】
　前記制御器は、ポイント　ツウ　マルチポイント情報メッセージ内に前記第１サービス
の指示を有する前記メッセージを含めるようにさらに適合されている、請求項３０に記載
のネットワーク。
【請求項３６】
　前記制御器は、放送制御スケジューリングメッセージ内に前記第１サービスの指示を有
する前記メッセージを含めるようにさらに適合されており、前記放送制御スケジューリン
グメッセージは、前記周期情報の長さ及び前記周期情報の始点を含む、請求項３０に記載
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のネットワーク。
【請求項３７】
　前記第１論理チャネルは、ポイント　ツウ　マルチポイント制御チャネルである、請求
項３０に記載のネットワーク。
【請求項３８】
　前記制御器は、変更周期の間に、前記第１サービスの指示を有する前記メッセージを転
送し、対応する変更周期の間に、前記第１サービスのデータを転送するようにさらに適合
されている、請求項３０に記載のネットワーク。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】移動通信システムで単一チャネルを介して複数のサービスを提供する方法
及び装置
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信システムに係り、より詳細には、移動通信システムで単一チャネル
を介して複数のサービスを提供する方法及び装置に関する。本発明は、広範囲な範囲に適
用可能であるが、特に、短文メッセージサービスのためのチャネル及びマルチメディアマ
ルチキャスト／放送サービスのためのチャネルが単一の物理チャネルを介して提供され、
これらの２チャネルのための制御情報転送が当該マルチメディアマルチキャスト／放送サ
ービスのための制御チャネルを介して提供される、マルチメディアマルチキャスト／放送
サービスと共に短文メッセージ転送サービスを提供する移動通信システムに好適に適用可
能である。
【背景技術】
【０００２】
　図１は、汎用移動通信システム（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｌｅｃｏｍ
ｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ｓｙｓｔｅｍ；以下、‘ＵＭＴＳ’という。）のネットワーク
構造を示す図である。図１を参照すると、ＵＭＴＳは、ユーザ装置（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉ
ｐｍｅｎｔ：以下、‘ＵＥ’という。）１、ＵＭＴＳ地上無線接続ネットワーク（ＵＭＴ
Ｓ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ；以下、‘Ｕ
ＴＲＡＮ’という。）２及び基幹網（ｃｏｒｅ　ｎｅｔｗｏｒｋ；以下、‘ＣＮ’という
。）３を備える。ＵＴＲＡＮ２は、一つ以上の無線ネットワークサブシステム（ｒａｄｉ
ｏ　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｓｕｂ－ｓｙｔｅｍ；以下、‘ＲＮＳ’という。）４を備え、各Ｒ
ＮＳは、無線ネットワーク制御器（ｒａｄｉｏ　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ
；以下、‘ＲＮＣ’という。）５及び該ＲＮＣによって管理される一つ以上の基地局（ｂ
ａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ；以下、‘ＮｏｄｅＢ’という。）６を備える。ＮｏｄｅＢ６は
、一つ以上のセルを含む。
【０００３】
　図２は、３世代パートナシッププロジェクト（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒ
ｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ；３ＧＰＰ）無線接続ネットワーク規格に基盤するＵ
Ｅ１及びＵＴＲＡＮ２間の無線インターフェースプロトコルの構造を示す図である。図２
に示すように、無線インターフェースプロトコルは、水平的には、物理階層、データリン
ク階層及びネットワーク階層を含み、垂直的には、データ情報転送のためのユーザ平面及
びシグナリング転送のための制御平面を含む。図２のプロトコル階層は、通信システムで
周知された開放型システム相互接続（ｏｐｅｎ　ｓｙｓｔｅｍ　ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃ
ｔｉｏｎ；ＯＳＩ）標準モデルの下位３つの階層に基盤するＬ１（第１階層）、Ｌ２（第
２階層）、及びＬ３（第３階層）に分けられることができる。
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【０００４】
　第１階層である物理階層は、物理チャネルを用いて上位階層への情報伝達サービスを提
供する。物理階層は、データが媒体接近制御（ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒ
ｏｌ；ＭＡＣ）階層及び物理階層間で伝達される転送チャネルを介して物理階層上の媒体
接近制御（ＭＡＣ）階層に接続される。データは、他の物理階層同士間で転送され、より
詳細には、転送側の物理階層と受信側の物理階層間で物理チャネルを介して転送される。
【０００５】
　第２階層の媒体接近制御（ＭＡＣ）階層は、論理チャネルを介してＭＡＣ階層上の無線
リンク制御（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌ；以下、‘ＲＬＣ’と略す。）階
層にサービスを提供する。第２階層のＲＬＣ階層は、信頼できるデータ転送を支援し、上
位階層から送られてきたＲＬＣサービスデータユニット（ｓｅｒｖｉｃｅ　ｄａｔａ　ｕ
ｎｉｔ；ＳＤＵ）の分割（ｓｅｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ）と連接（ｃｏｎｃａｔｅｎａｔｉ
ｏｎ）を行う。
【０００６】
　放送／マルチキャスト制御（ｂｒｏａｄｃａｓｔ／ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｃｏｎｔｒｏ
ｌ；以下、‘ＢＭＣ’という。）階層は、基幹網から伝達されたセル放送メッセージ（ｃ
ｅｌｌ　ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｍｅｓｓａｇｅ；以下、“ＣＢメッセージ”という。）を
スケジュール（ｓｃｈｅｄｕｌｅ）し、特定の（複数）セル内に存在するＵＥに当該メッ
セージを放送する役割を果たす。ＵＴＲＡＮにおいて、上位階層から伝達されたＣＢメッ
セージは、メッセージＩＤ、シリアル番号及びコーディング技法のような情報がさらに提
供される。ＣＢメッセージは、ＢＭＣメッセージとしてＲＬＣ階層に伝達され、以降、論
理チャネルＣＴＣＨ（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｔｒａｆｆｉｃ　ｃｈａｎｎｅｌ：共用トラフィッ
クチャネル）を介してＭＡＣ階層に伝達される。論理チャネルＣＴＣＨは、転送チャネル
である順方向接続チャネル（ｆｏｒｗａｒｄ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｈａｎｎｅｌ；ＦＡＣＨ
）及び物理チャネルである第２共用制御物理チャネル（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｏｍｍｏ
ｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌ；Ｓ－ＣＣＰＣＨ）にマッピン
グされる。
【０００７】
　ＰＤＣＰ階層はＲＬＣ階層上に位置し、相対的に小さい帯域幅を持つ無線セクションで
効率的にＩＰｖ４またはＩＰｖ６のようなＩＰパケットを使用するデータ転送を容易にす
る。このため、ＰＤＣＰ階層は、無線セクションで転送効率を増加させるのに必須（ｍａ
ｎｄａｔｏｒｙ）とされるデータヘッダ情報が転送されるようにする機能であるヘッダ圧
縮を行う。ＩＥＴＦ（Iｎｔｅｒｎｅｔ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｔａｓｋ　Ｆｏｒｃ
ｅ）によって定義されたＲＦＣ２５０７またはＲＦＣ３０９５（強い（ｒｏｂｕｓｔ）ヘ
ッダ圧縮：ＲＯＣＨ）のヘッダ圧縮技法が用いられることができる。
【０００８】
　ヘッダ圧縮がＰＤＣＰ階層の基本機能であるので、ＰＤＣＰ階層は、パケットサービス
ドメイン（以下、‘ＰＳ　ｄｏｍａｉｎ’と略す。）でのみ存在する。また、一つのＰＤ
ＣＰエンティティは、効率的なヘッダ圧縮機能をそれぞれのＰＳサービスに提供するため
に各ＲＢに対して存在する。
【０００９】
　第３階層の最も低い部分に位置する無線資源制御（ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃ
ｏｎｔｒｏｌ；ＲＲＣ）階層は、制御平面内でのみ定義され、無線ベアラー（ｒａｄｉｏ
　ｂｅａｒｅｒｓ；ＲＢｓ）の設定（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）、再設定（ｒｅｃｏ
ｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）及び解除と共に、論理チャネル、転送チャネル及び物理チャネ
ルを制御する。ＲＢは、ＵＥ１及びＵＴＲＡＮ２間でデータ伝達のために第２階層によっ
て提供されるサービスである。一般に、ＲＢを構成するということは、特定のサービスを
提供するのに必要なプロトコル階層及びチャネルの特徴を定義し、また、このために個々
の特定のパラメータ及び動作方法を設定（ｅｓｔａｂｌｉｓｈ）することを意味する。
【００１０】
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　マルチメディア放送／マルチキャストサービス（ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　ｂｒｏａｄｃ
ａｓｔ／ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｓｅｒｖｉｃｅ；以下、“ＭＢＭＳ”という。）は、ダウ
ンリンク専用ＭＢＭＳベアラーサービスを用いて複数のＵＥ１にストリーミング（ｓｔｒ
ｅａｍｉｎｇ）またはバックグラウンド（ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ）サービスを提供する。
ＭＢＭＳは、１セッション（ｓｅｓｓｉｏｎ）の間に提供され、ＭＢＭＳのためのデータ
は進行中（ｏｎｇｏｉｎｇ）のセッションに限ってＭＢＭＳベアラーサービスを介して複
数のＵＥ１に転送される。ＵＥ１は、ＵＥが加入したＭＢＭＳを受信するための活性化を
始めて行い、活性化されたサービスのみを受信する。
【００１１】
　ＵＴＲＡＮ２は、ＭＢＭＳベアラーサービスを無線ベアラーを用いて一つ以上のＵＥ１
に提供する。ＵＴＲＡＮ２で用いられる無線ベアラー（ＲＢｓ）は、ポイント　ツウ　ポ
イント（ｐｏｉｎｔ－ｔｏ－ｐｏｉｎｔ）無線ベアラー及びポイント　ツウ　マルチポイ
ント（ｐｏｉｎｔ－ｔｏ－ｍｕｌｔｉｐｏｉｎｔ）無線ベアラーを含む。
【００１２】
　ポイント　ツウ　ポイント無線ベアラーは、両方向無線ベアラーで、論理チャネルであ
る専用トラフィックチャネル（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｔｒａｆｆｉｃ　ｃｈａｎｎｅｌ；
ＤＴＣＨ）、転送チャネルである専用チャネル（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ；
ＤＣＨ）及び物理チャネルである専用物理チャネル（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｐｈｙｓｉｃ
ａｌ　ｃｈａｎｎｅｌ；ＤＰＣＨ）または物理チャネルである第２共用制御物理チャネル
（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｏｍｍｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｈａｎｎ
ｅｌ；ＳＣＣＰＣＨ）によって構成される。ポイント　ツウ　マルチポイント無線ベアラ
ーは、単方向ダウンリンク無線ベアラーで、論理チャネルであるＭＢＭＳトラフィックチ
ャネル（ＭＢＭＳ　ｔｒａｆｆｉｃ　ｃｈａｎｎｅｌ；ＭＴＣＨ）、転送チャネルである
ＦＡＣＨ（ｆｏｒｗａｒｄ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｈａｎｎｅｌ）及び物理チャネルであるＳ
ＣＰＣＨによって構成される。論理チャネルＭＴＣＨは、一つのセルに提供される各ＭＢ
ＭＳのために構成され、複数のＵＥに特定のＭＢＭＳのユーザ平面データを転送するのに
用いられる。
【００１３】
　図３に示すように、既存のシステムにおける論理チャネルであるＭＢＭＳ制御チャネル
（ＭＢＭＳ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ；ＭＣＣＨ）は、ＭＢＭＳに関する制御情
報を転送するのに用いられるポイント　ツウ　マルチポイントダウンリンクチャネルであ
る。論理チャネルＭＣＣＨは、転送チャネルＦＡＣＨ（ｆｏｒｗａｒｄ　ａｃｃｅｓｓ　
ｃｈａｎｎｅｌ）にマッピングされ、転送チャネルＦＡＣＨは、物理チャネルであるＳＣ
ＣＰＣＨにマッピングされる。セルは一つのＭＣＣＨのみを持つ。
【００１４】
　ＭＢＭＳサービスを提供するＵＴＲＡＮ２は、一つ以上のＵＥ１にＭＣＣＨチャネルを
介してＭＣＣＨ情報を転送する。ＭＣＣＨ情報は、通知（ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）メ
ッセージ、特に、ＭＢＭＳに関するＲＲＣメッセージを含む。例えば、ＭＣＣＨ情報は、
ＭＢＭＳサービス情報を指示するメッセージ、ポイント　ツウ　マルチポイント無線ベア
ラー情報を指示するメッセージ、またはＭＢＭＳのためのＲＲＣ連結が必要であるという
ことを指示する接続（ａｃｃｅｓｓ）情報を含むことができる。
【００１５】
　図４は、ＭＣＣＨ情報が既存方法でどのように転送されるかを示す図である。図５は、
ＭＢＭＳを提供する既存の方法を示す。
【００１６】
　図４に示すように、ＭＢＭＳサービスを提供するＵＴＲＡＮ２は、複数のＵＥ１にＭＣ
ＣＨチャネルを介してＭＣＣＨ情報を転送する。ＭＣＣＨ情報は、変更（ｍｏｄｉｆｉｃ
ａｔｉｏｎ）周期及び反復周期によって周期的に転送される。
【００１７】
　ＭＣＣＨ情報は、重要（ｃｒｉｔｉｃａｌ）情報及び非重要（ｎｏｎ－ｃｒｉｔｉｃａ
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ｌ）情報とに分類される。非重要情報は、各変更周期または各反復周期ごとに自由に変更
されることができるが、重要情報は、各変更周期でのみ変更可能である。
【００１８】
　具体的に、重要情報は、各反復周期ごとに一回ずつ繰り返されるが、変更された重要情
報は変更周期の始点でのみ転送されることができる。
【００１９】
　ＵＴＲＡＮ２は、変更周期にＭＣＣＨ情報が更新されるか否かを指示するために物理チ
ャネルであるＭＢＭＳ通知指示子チャネル（ＭＢＭＳ　ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｉｎ
ｄｉｃａｔｏｒ　ｃｈａｎｎｅｌ）ＭＩＣＨを周期的に転送する。したがって、単に特定
のＭＢＭＳを受信しようとするＵＥ１は、当該サービスのセッションが始まるまでＭＣＣ
ＨまたはＭＴＣＨを受信しないが、ＭＩＣＨ（ＭＢＭＳ　ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｉ
ｎｄｉｃａｔｏｒ　ｃｈａｎｎｅｌ）を周期的に受信する。ＭＣＣＨ情報の更新は、ＭＣ
ＣＨ情報の特定のアイテムの生成、付加、変更または除去のことをいう。
【００２０】
　特定のＭＢＭＳのセッションが始まると、ＵＴＲＡＮ２は、ＭＩＣＨを介して通知指示
子（ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ；ＮＩ）を転送する。ＮＩは、特定
のＭＢＭＳを受信しようとするＵＥ１に、ＭＣＣＨチャネルを受信することを指示（ｉｎ
ｄｉｃａｔｅ）する。ＭＩＣＨを介してＮＩを受信したＵＥ１は、ＭＩＣＨによって指示
された特定の変更周期間ＭＣＣＨを受信する。
【００２１】
　ＭＣＣＨ情報は、ＭＢＭＳと関連した、具体的には、ＲＲＣメッセージのような制御情
報である。ＭＣＣＨ情報は、ＭＢＭＳ変更サービス情報、ＭＢＭＳ非変更サービス情報、
ＭＢＭＳポイント　ツウ　マルチポイントＲＢ情報及び接続情報を含む。
【００２２】
　ポイント　ツウ　マルチポイント無線ベアラーを用いて特定のＭＢＭＳを受信しようと
するＵＥ１は、ＭＣＣＨを介して無線ベアラー情報を含むＭＣＣＨ情報を受信し、以降、
受信した情報を用いてポイント　ツウ　マルチポイント無線ベアラーを設定する。ポイン
ト　ツウ　マルチポイント無線ベアラーを設定した後に、ＵＥ１は、ＭＴＣＨを介して転
送された特定のＭＢＭＳのデータを獲得するために、ＭＴＣＨがマッピングされる物理チ
ャネルであるＳＣＣＰＣＨを継続して受信する。
【００２３】
　図６は、ＵＴＲＡＮがＭＴＣＨを介してＭＢＭＳデータを不連続的に転送できることを
説明するための図である。図６に示すように、既存システムのＵＴＲＡＮ２は、ＭＴＣＨ
を介してＭＢＭＳデータを不連続的に転送できる。これにより、ＵＴＲＡＮ２は、ＭＳＣ
Ｈ、具体的にはＭＴＣＨがマッピングされる、ＭＴＣＨを運ぶＳＣＣＰＣＨを介してＵＥ
１にスケジューリングメッセージを周期的に転送する。スケジューリングメッセージは、
１スケジューリング周期間に転送されるＭＢＭＳデータの転送始点及び転送周期を指示す
る。ＵＴＲＡＮ２は、ＵＥにスケジューリング情報の転送周期、具体的にはスケジューリ
ング周期を以前に知らせなければならない。
【００２４】
　ＵＥ１は、ＵＴＲＡＮ２からスケジューリング周期を得た後、スケジューリング周期に
従って周期的にスケジューリングメッセージを受信する。ＵＥ１は、これら受信したスケ
ジューリングメッセージを用いて、ＭＴＣＨを運ぶＳＣＣＰＣＨを不連続的に且つ周期的
に受信する。具体的には、これらのスケジューリングメッセージによって、ＵＥ１は、デ
ータが転送される時間でＭＴＣＨを運ぶＳＣＣＰＣＨを受信するが、データが転送されな
い時間ではＭＴＣＨを運ぶＳＣＣＰＣＨを受信しない。上記の技法を用いることによって
、ＵＥ１は效率的にデータを受信し、バッテリー消耗を低減可能である。
【００２５】
　ＢＭＣ階層と関連付けられたセル放送サービス（ｃｅｌｌ　ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｓｅ
ｒｖｉｃｅ；以下、‘ＣＢＳ’という。）は、ＵＥ１同士間、または、ＵＥ及びネットワ
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ーク３との間で文字及び数字で構成されたメッセージを交換するためのサービスで、短文
メッセージサービス（ｓｈｏｒｔ　ｍｅｓｓａｇｅ　ｓｅｒｖｉｃｅ；以下、‘ＳＭＳ’
という。）と呼ばれる。ＳＭＳは、短文メッセージを一つ以上のセルに送るセル放送短文
メッセージサービス（以下、‘ＳＭＳ－ＣＢ’と略す。）及びポイント　ツウ　ポイント
短文メッセージサービス（以下、‘ＳＭＳ－ＰＰ’と略す。）に分類される。以下で、Ｃ
ＢＳはＳＭＳ－ＣＢに該当し、特定の領域内の全てのユーザに複数のＣＢＳメッセージを
放送するサービスを指示する。
【００２６】
　ＣＢＳメッセージは、文字及び数字で構成されたユーザメッセージである。一つのＣＢ
Ｓメッセージは最大１５ページまでの一つ以上のページで構成される。一つのページは略
９３文字情報に該当する８２オクテット（ｏｃｔｅｔｓ）で構成される。
【００２７】
　ＣＢＳメッセージは、セル放送領域と呼ばれる地理的領域に放送される。セル放送領域
は、一つ以上のセルまたは全体共用陸上移動ネットワーク（Ｐｕｂｌｉｃ　Ｌａｎｄ　Ｍ
ｏｂｉｌｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；ＰＬＭＮ）で構成される。それぞれのＣＢＳメッセージは
、情報提供者及びＰＬＭＮ運営者間で相互間の契約によって地理的領域に放送される。
【００２８】
　図７は、セル放送サービスのためのネットワーク構造を示す図である。図７に示すよう
に、ＣＢＳメッセージは、セル放送センター（ｃｅｌｌ　ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｃｅｎｔ
ｅｒ；以下、‘ＣＢＣ’という。）１３と連結された複数のセル放送エンティティ（ｃｅ
ｌｌ　ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｅｎｔｉｔｉｅｓ；以下、‘ＣＢＥ’という。）１１で発生
する。ＣＢＥ１１は、ＣＢＳメッセージを複数のページに分ける。ＣＢＣ１３は、ＣＢＳ
メッセージを管理することによってスケジューリング機能を行う基幹網３の一つのノード
である。
【００２９】
　Ｉｕ－ＢＣは、サービス領域放送プロトコル（ｓｅｒｖｉｃｅ　ａｒｅａ　ｂｒｏａｄ
ｃａｓｔ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ；以下、‘ＳＡＢＰ’という。）を使用するＣＢＣ１３及び
ＲＮＣ５間で定義されるインターフェースである。ＣＢＣは、ＳＡＢＰを用いてＲＮＣに
新しいメッセージのための放送命令を与えるか、以前の放送メッセージが修正または停止
されるようにすることができる。
【００３０】
　ＲＮＣは、ＢＭＣプロトコルを用いて、ＣＢＣより伝達されたＣＢＳメッセージのため
のスケジューリング機能と、特定のセルに前記メッセージを伝達するようにする放送機能
とを果たす。ＲＮＣは、ＣＢＣから伝達されたメッセージ及び情報のための解析機能を行
うために、ＢＭＣ階層上位に放送／マルチキャスト相互連動機能（ｂｒｏａｄｃａｓｔ／
ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｉｎｔｅｒｗｏｒｋｉｎｇ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ；以下、‘ＢＭＣ－
ＩＷＦ’という。）を持つ。ＵＥは、ＵＴＲＡＮによって放送されたＣＢＳメッセージを
受信する。
【００３１】
　ＢＭＣプロトコルで用いられるＢＭＣメッセージの例には、ユーザ情報を伝達するＣＢ
Ｓメッセージ、ＵＥによるＣＢＳメッセージの受信を容易にするスケジュール（ｓｃｈｅ
ｄｕｌｅ）メッセージ及びＡＮＳＩ４１ネットワークから伝達された短文メッセージを伝
達するＣＢＳ４１メッセージがある。これらのメッセージはいずれもＵＴＲＡＮからＵＥ
に転送される。ＵＥは、ＵＴＲＡＮによって伝達されたスケジュールメッセージの情報を
用いて不連続受信（ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ；以下、‘ＤＲＸ
’という。）を行い、バッテリー消耗を低減できる。
【００３２】
　転送のためのＢＭＣメッセージのスケジューリングは、２段階に分けられる。スケジュ
ーリングの第１段階は、ＣＴＣＨのデータを伝達できるフレーム（ｆｒａｍｅ）を決定す
ることである。
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【００３３】
　図８は、第１段階のスケジューリングを説明するための図である。図８に示すように、
論理チャネルＣＴＣＨは、転送チャネルＦＡＣＨを介して物理チャネルＳ－ＣＣＰＣＨに
マッピングされる。スケジューリングの第１段階は、データ転送前に、論理チャネルＣＴ
ＣＨのデータ転送に使用可能な物理チャネルのフレームを指定（ｄｅｓｉｇｎａｔｅ）す
る。
【００３４】
　図８において数字はシステムフレーム番号（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｆｒａｍｅ　ｎｕｍｂｅｒ
；ＳＦＮ）値に該当する。図８に示すように、ＣＴＣＨ上に伝達されたデータ内の連続的
なＭ－フレームは、常にグループとして転送され、このフレームグループは周期Ｎに従う
一定（ｕｎｉｆｏｒｍ）のフレームを繰り返す。ＣＴＣＨ上に伝達されるデータは、常に
、二つの連続したフレームの間に転送され、６フレーム周期で繰り返される。
【００３５】
　ＣＴＣＨデータを転送するフレームグループは、ＳＦＮ値が‘Ｋ’の時に始まり、周期
‘Ｎ’に従って繰り返される。図８に示すように、‘Ｋ’は２であり、フレームグループ
は、ＳＦＮ値が２のときに始まり、周期‘６’で繰り返される。
【００３６】
　ＢＭＣの第１段階のスケジューリングは、全てのＣＢＳサービスに対して同一に行われ
る。具体的には、同一フレームが同一セル内で全てのＣＢＳサービスに割り当てられる。
ＲＲＣ階層は、第１段階のスケジューリングを行い、‘Ｎ’、‘Ｋ’または‘Ｍ’値は、
ＵＥに放送されるシステム情報内に含まれる。
【００３７】
　第２段階のスケジューリングは、第１段階のスケジューリング内に割り当てられたフレ
ームを、ＣＢＳスケジュール周期に分ける。該第２段階のスケジューリングはＢＭＣ階層
で行われる。
【００３８】
　ＵＥは、ＢＭＣスケジュールメッセージを受信し、次に、ＣＢＳスケジュール時間の間
に情報を獲得する。ＢＭＣスケジュールメッセージは、ＣＢＳスケジュール時間の長さ及
びＣＢＳスケジュール時間の始点に関する情報を含む。ＣＢＳスケジュール時間の長さは
、ＢＭＣスケジュールメッセージ後に始まるＣＢＳスケジュール時間の始点と終点間の長
さを指示する。ＣＢＳスケジュール時間の始点は、現在ＢＭＣスケジュールメッセージの
転送時点及びＢＭＣスケジュールメッセージ後に始まるＣＢＳスケジュール時間の始点間
の差を指示する。
【００３９】
　したがって、ＣＢＳメッセージを受信するＵＥは、ＢＭＣスケジュールメッセージの受
信後に始まるＣＢＳスケジュール時間の始点及び終点を決定することができる。該ＵＥは
、ＣＢＳスケジュール時間の間にＢＭＣスケジュールメッセージを受信することによって
、次のＣＢＳスケジュール時間に関する情報を獲得できる。このような方式で、ＵＥは、
ＢＭＣメッセージがいつ転送されないかを決定でき、バッテリー電力を節約するためにＤ
ＲＸを行うことができる。
【００４０】
　図９は、既存のＢＭＣスケジュールメッセージの構成を示す図である。図９に示すよう
に、ＢＭＣスケジュールメッセージは、次のＣＢＳスケジュール時間の間に転送される一
つ以上のＢＭＣメッセージと関連付けられた情報を提供する。
【００４１】
　新しいメッセージビットマップ（ｂｉｔｍａｐ）パラメータは、次のスケジュール時間
の間に転送されるそれぞれのメッセージが、新しい放送メッセージかまたは以前の放送メ
ッセージの反復した転送に該当するかを指示する。メッセージ説明パラメータは、メッセ
ージタイプ及びメッセージＩＤのような、次のＣＢＳスケジュール時間の間に転送される
それぞれのＢＭＣメッセージの情報を指示する。メッセージタイプは、該当するメッセー
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ジがＣＢＳメッセージか、スケジュールメッセージか、または、ＣＢＳ４１メッセージか
を指示する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００４２】
　しかしながら、既存の方法によれば、ＵＴＲＡＮではＭＢＭＳ及びＣＢＳを独立して提
供する。具体的には、ＭＢＭＳチャネル及びＣＴＣＨチャネルが異なる物理チャネルを介
して提供されるので、ＵＥがＭＢＭＳ及びＣＢＳを同時に受信しようとする場合には、Ｕ
ＥはＭＢＭＳ及びＣＢＳのための分離された物理チャネルを受信しなければならない。
【００４３】
　したがって、移動通信システムのための端末の高集積回路電気素子による高温と関連し
た問題を防止するために、発生した熱を效果的に放熱するシステムが要求される。
【００４４】
　本発明は、上記の制限及び短所による一つ以上の問題を実質的に回避する、移動通信シ
ステムで単一チャネルを介して複数のサービスを提供する方法及び装置に関する。本発明
の目的は、移動通信システムで単一チャネルを介して複数のサービスを提供し受信する方
法及び装置を提供することにあり、該単一チャネルを介して複数のサービスが效果的に提
供される。
【課題を解決するための手段】
【００４５】
　本発明の一様相において、無線通信システムでの使用に適している移動端末でセル放送
サービスを受信する方法が提供される。前記方法は、第１チャネルを介してセル放送サー
ビス（ＣＢＳ）指示を持つメッセージを受信することと関連した周期情報を受信する段階
と、第２チャネルを介して、前記ＣＢＳ指示を持つ前記メッセージであって、前記周期情
報に応答して周期的に提供され且つ受信される前記メッセージを受信する段階と、前記Ｃ
ＢＳ指示に応答してＣＢＳデータを受信する段階と、を含む。
【００４６】
　前記第１チャネルは、放送制御チャネルでありうる。なお、前記第２チャネルは、ポイ
ント　ツウ　マルチポイントチャネルでありうる。
【００４７】
　前記受信方法は、前記第２チャネルを周期的に受信する段階をさらに含むことができる
。前記受信方法は、ポイント　ツウ　マルチポイントチャネルを介して前記ＣＢＳデータ
を受信する段階をさらに含むことができる。好ましくは、前記ポイント　ツウ　マルチポ
イントチャネルは、セル放送トラフィックチャネルである。
【００４８】
　前記ＣＢＳ指示を持つ前記メッセージを受信する段階は、ポイント　ツウ　マルチポイ
ント情報メッセージを受信する段階を含むことができる。前記ＣＢＳ指示を持つ前記メッ
セージを受信する段階は、放送制御スケジューリングメッセージを受信する段階を含むこ
とができる。
【００４９】
　前記第１チャネルは、ポイント　ツウ　マルチポイント制御チャネルでありうる。前記
ＣＢＳ指示を持つ前記メッセージを受信する段階は、変更周期の間に受信する段階を含み
、前記ＣＢＳデータを受信する段階は、対応する変更周期の間に受信する段階を含むこと
ができる。
【００５０】
　本発明の他の様相では、無線通信システムでセル放送サービスを通信する方法が提供さ
れる。前記通信方法は、第１チャネルを介して、セル放送サービス（ＣＢＳ）を持つメッ
セージ転送と関連した周期情報を転送する段階と、第２チャネルを介して、前記ＣＢＳ指
示を持つ前記メッセージであって、周期的に提供され且つ前記周期情報に対応する前記メ
ッセージを転送する段階と、前記ＣＢＳ指示に対応するＣＢＳデータを転送する段階と、
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を含む。
【００５１】
　前記第１チャネルは、放送制御チャネルでありうる。なお、前記第２チャネルは、ポイ
ント　ツウ　マルチポイントチャネルでありうる。
【００５２】
　前記ＣＢＳデータを転送する段階は、ポイント　ツウ　マルチポイントチャネルを介し
て転送する段階を含むことができる。好ましくは、前記ポイント　ツウ　マルチポイント
チャネルは、セル放送トラフィックチャネルである。
【００５３】
　前記ＣＢＳ指示を持つ前記メッセージを転送する段階は、ポイント　ツウ　マルチポイ
ント情報メッセージを転送する段階を含むことができる。前記ＣＢＳ指示を持つ前記メッ
セージを転送する段階は、放送制御スケジューリングメッセージを転送する段階をさらに
含むことができる。
【００５４】
　前記第１チャネルは、ポイント　ツウ　マルチポイント制御チャネルでありうる。前記
ＣＢＳ指示を持つ前記メッセージを転送する段階は、変更周期の間に転送する段階を含み
、前記ＣＢＳデータを転送する段階は、対応する変更周期の間に転送する段階を含むこと
ができる。
【００５５】
　本発明にさらに他の様相では、無線通信システムでの使用に適している移動端末が提供
される。前記移動端末は、セル放送サービス（ＣＢＳ）指示及びＣＢＳデータを持つメッ
セージであって、前記ＣＢＳ指示を持つメッセージを受信することと関連した周期情報を
含むＲＦ信号を受信するアンテナユニット（Ａｎｔｅｎｎａ　Ｕｎｉｔ）と、前記アンテ
ナによって受信したＲＦ信号を処理するＲＦユニットと、ユーザからの情報を入力するた
めのキーパッド（ｋｅｙｐａｄ）と、前記周期情報、前記セル放送ＣＢＳ指示及び前記Ｃ
ＢＳデータを保存する記憶ユニット（ｓｔｏｒａｇｅ　ｕｎｉｔ）と、ユーザに情報を伝
達するディスプレイ（ｄｉｓｐｌａｙ）と、第１チャネルを介して受信した前記周期情報
を処理し、第２チャネルを介して受信した前記ＣＢＳ指示を持つ前記メッセージを処理し
、前記ＣＢＳデータを処理する処理ユニット（ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｕｎｉｔ）とを備
える移動端末であって、前記ＣＢＳ指示を持つ前記メッセージは、前記周期情報に応答し
て周期的に受信されて処理され、前記ＣＢＳデータは、前記ＣＢＳ指示に応答して処理さ
れることを特徴とする。前記第１チャネルは、放送制御チャネルでありうる。なお、前記
第２チャネルは、ポイント　ツウ　マルチポイントチャネルでありうる。
【００５６】
　なお、前記処理ユニットは、前記第２チャネルを周期的に処理することができ、ポイン
ト　ツウ　マルチポイントチャネルを介して前記ＣＢＳデータを処理することができる。
【００５７】
　前記ポイント　ツウ　マルチポイントチャネルは、セル放送トラフィックチャネルであ
りうる。なお、前記処理ユニットは、前記ＣＢＳ指示を持つ前記メッセージを含むポイン
ト　ツウ　マルチポイント情報メッセージを処理することができる。
【００５８】
　前記処理ユニットはさらに、前記ＣＢＳ指示を持つ前記メッセージを含む放送制御スケ
ジューリングメッセージを処理することができる。
【００５９】
　なお、前記処理ユニットは、変更周期の間に、前記ＣＢＳ指示を持つ前記メッセージを
処理し、対応する変更周期の間に前記ＣＢＳデータを処理することができる。好ましくは
、前記第１チャネルは、ポイント　ツウ　マルチポイント制御チャネルでありうる。
【００６０】
　本発明のさらに他の様相では、一つ以上の移動端末にポイント　ツウ　マルチポイント
サービスを提供するためのネットワークが提供される。前記ネットワークは、セル放送サ
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ービス（ＣＢＳ）指示及びＣＢＳデータを持つメッセージであって、前記ＣＢＳ指示を持
つ前記メッセージを転送することと関連した周期情報を含む信号を転送する一つ以上の転
送器（ｔｒａｎｓｍｉｔｔｅｒ）と、前記ＣＢＳデータを生成するＣＢＳユニット（ｕｎ
ｉｔ）と、第１チャネルを介して前記周期情報を転送し、第２チャネルを介して前記ＣＢ
Ｓ指示を持つ前記メッセージを転送し、前記ＣＢＳデータを転送するように前記一つ以上
の転送器を制御する制御器（ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）とを備える移動ネットワークであっ
て、前記ＣＢＳ指示を持つ前記メッセージは、周期的に提供され、前記ＣＢＳデータは、
前記ＣＢＳ指示に該当することを特徴とする。
【００６１】
　前記第１チャネルは、放送制御チャネルでありうる。なお、前記第２チャネルは、ポイ
ント　ツウ　マルチポイントチャネルでありうる。
【００６２】
　なお、前記制御器は、ポイント　ツウ　マルチポイントチャネルを介して前記ＣＢＳデ
ータを転送することができ、該ポイント　ツウ　マルチポイントチャネルは、セル放送ト
ラフィックチャネルでありうる。
【００６３】
　なお、前記制御器は、ポイント　ツウ　マルチポイント情報メッセージ内に前記ＣＢＳ
指示を持つ前記メッセージが含まれるようにすることができる。なお、前記制御器は、放
送制御スケジューリングメッセージ内に前記ＣＢＳ指示を持つ前記メッセージが含まれる
ようにすることができる。
【００６４】
　前記第１チャネルは、ポイント　ツウ　マルチポイント制御チャネルでありうる。前記
制御器は、変更（ｍｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎ）周期の間に、前記ＣＢＳ指示を持つ前記メ
ッセージを転送し、対応する変更周期の間に、前記ＣＢＳデータを転送するようにするこ
とができる。
【００６５】
　本発明の付加的な特徴及び長所は、次の説明で部分的に展開され、該説明から部分的に
は明白になり、または、本発明の実施によって習得されることができる。本発明について
の上記の包括的な説明と以下の詳細な説明はいずれも例示的で且つ説明的なものであり、
請求されたように、本発明についての追加説明が提供されることは明らかである。本発明
のいずれの実施例も、当該技術分野における通常の知識を持つ者にとっては、添付の図面
に基づく実施例についての下記の詳細な説明から明らかになり、本発明は、説明されたい
かなる特定実施例によっても制限されることはない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００６６】
　本発明は、移動通信システムで単一チャネルを介して複数のサービスを提供し受信する
方法及び装置に関するもので、複数のサービスは、単一チャネルを介して效果的に提供さ
れることができる。ここでは本発明を移動通信装置と関連付けて説明したが、本発明は、
単一チャネルを介して複数のサービスを效果的に提供されることが要求されるいかなる場
合にも適用可能である。
【００６７】
　以下、添付の図面に基づき、本発明の好適な実施例について詳細に説明する。図面中、
同一の構成部分には可能な限り同一の参照番号を付する。
【００６８】
　本発明は、ＭＢＭＳの制御チャネルを介してＭＢＭＳ及びＣＢＳのための制御情報を受
信し、単一物理チャネルを介して前記ＭＢＭＳ及びＣＢＳ両方を受信する方法及び装置を
開示する。該方法及び装置は、無線移動端末が単一物理チャネルを介してＭＢＭＳ及びＣ
ＢＳを同時に受信するようにする。
【００６９】
　本発明による無線移動端末は、ＭＢＭＳのための制御チャネルを受信し、該制御チャネ
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ルを介して転送されたＣＢＳのための制御情報を獲得し、該獲得された制御情報に基づい
てＣＢＳを受信する。好ましくは、ＭＢＭＳのための制御チャネルはＭＣＣＨであり、制
御情報はＣＴＣＨのための情報を含む。
【００７０】
　ＵＴＲＡＮは、ＣＴＣＨ及びＭＢＭＳチャネルを、転送のために同じ物理チャネルにマ
ッピングする。具体的には、該当するセル内のＣＴＣＨ及びＭＣＣＨは、転送のために同
じＳＣＣＰＣＨにマッピングされる。または、ＣＴＣＨ及びＭＴＣＨは、転送のために同
じＳＣＣＰＣＨにマッピングされても良い。または、ＣＴＣＨ及びＭＳＣＨは、転送のた
めに同じＳＣＣＰＣＨにマッピングされても良い。
【００７１】
　ＵＴＲＡＮは、ＢＣＣＨを介して転送されたシステム情報ブロックの一部分として、ま
たは、ＭＣＣＨを介して転送されたＭＣＣＨ情報の一部分としてＣＴＣＨの情報及びＣＴ
ＣＨ設定情報を端末にマッピングする。好ましくは、該ＭＣＣＨ情報は、ＭＢＭＳ情報メ
ッセージまたはＭＢＭＳポイント　ツウ　マルチポイント無線ベアラー情報メッセージで
ある。ＣＴＣＨ設定情報は、ＣＴＣＨのための論理チャネル情報、ＣＴＣＨマッピングさ
れた転送チャネル及び物理チャネル情報、ＣＴＣＨのためのＲＬＣ階層情報、ＭＡＣ階層
情報または物理階層情報を含むことができる。
【００７２】
　端末は、ＢＣＣＨを介して転送されたシステム情報の一部分として、または、ＭＣＣＨ
を介して転送されたＭＣＣＨ情報の一部分としてＣＴＣＨと関連したマッピング情報及び
ＣＴＣＨ設定情報を受信する。次に、端末は、同じチャネルコードを使用する単一物理チ
ャネル、ＳＣＣＰＣＨを介して、ＭＢＭＳチャネルと一緒にＣＴＣＨを受信する。
【００７３】
　ＣＴＣＨ指示子（ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）は、特定の論理チャネルがＣＴＣＨチャネル転
送のためのものであることを指示するために、ＭＣＣＨ情報に含まれたＭＢＭＳポイント
　ツウ　マルチポイント無線ベアラー情報内に設定される。ＣＴＣＨが転送のためにＭＣ
ＣＨまたはＭＴＣＨを運ぶ物理チャネルにマッピングされるということが指示される。こ
の指示は、ＢＣＣＨを介して転送されたシステム情報ブロック内のＭＣＣＨ設定情報また
はＭＴＣＨ設定情報を指示するメッセージによって提供されることができる。好ましくは
、該メッセージは、ＣＴＣＨが、物理チャネルにマッピングされるどの論理チャネルに該
当するかを指示するＣＴＣＨ指示子を含む。
【００７４】
　図１０は、本発明の一実施例による方法を示すフローチャートである。図１０に示すよ
うに、ＣＴＣＨ及びＭＣＣＨ論理チャネルは、同一の物理チャネルによって運ばれる、ま
たは、異なる物理チャネルによって運ばれることができる。
【００７５】
　ＵＴＲＡＮは、ＢＣＣＨシステム情報ブロックにＣＴＣＨ設定情報を含め、以降、該シ
ステム情報ブロックをＵＥに転送する。ＵＥは、該ＢＣＣＨを介してシステム情報ブロッ
クを受信し、次に、ＣＴＣＨ設定情報を獲得する（Ｓ１１１）。ＵＴＲＡＮ及びＵＥは、
当該ＣＴＣＨ設定情報を用いてＣＢＳを転送／受信するためにＣＴＣＨを設定する（Ｓ１
１２、Ｓ１１３）。
【００７６】
　特定の変更ＭＣＣＨ周期の間にＣＢＳ伝送があると、ＵＴＲＡＮは、ＭＣＣＨ変更周期
の間にＭＢＭＳサービス情報メッセージ内にＣＢＳ指示情報を含める（Ｓ１１４）。該Ｃ
ＢＳ伝送が発生する変更周期及びＣＢＳ指示メッセージが送られる変更周期は、同一であ
りうる。これに対し、ＣＢＳ指示メッセージが送られる変更周期は、ＣＢＳ伝送が発生す
る変更周期に先立つ変更周期でありうる。
【００７７】
　該ＭＣＣＨ変更周期の間にＭＢＭＳ情報メッセージを受信することによってＣＢＳ指示
情報を獲得すると、ＵＥは、特定の変更周期の間にＣＴＣＨを受信する。放送／マルチキ
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ャスト制御（ＢＭＣ）スケジューリングメッセージがＣＴＣＨを介して転送されると、Ｕ
Ｅは該ＢＭＣスケジューリングメッセージを受信する（Ｓ１１５）。
【００７８】
　ＵＥは、特定の変更周期の間にＣＴＣＨを介してＢＭＣ　ＣＢＳメッセージを受信する
（Ｓ１１６）。該ＢＭＣスケジューリングメッセージをＳ１１５段階でＣＴＣＨを介して
受信した場合、ＵＥは、該ＢＭＣスケジューリングメッセージを用いてＢＭＣ　ＣＢＳメ
ッセージを不連続的に受信する。該ＢＭＣ　ＣＢＳメッセージを受信した場合、ＵＥは、
該メッセージに含まれた特定のＣＢＳに該当するセル放送データを獲得する。
【００７９】
　図１１は、本発明の他の実施例による方法を示すフローチャートである。図１１に示す
ように、特定のＭＣＣＨ変更周期の間にＣＢＳ伝送があると、ＵＴＲＡＮは、ＭＣＣＨ変
更周期の間にＭＢＭＳサービス情報メッセージ内のＣＢＳ指示情報を含める（Ｓ２１１）
。ＣＢＳ指示情報が送られる変更周期及びＣＢＳ伝送が発生する変更周期は、同一であり
うる。これに対し、ＣＢＳ指示情報が送られる変更周期は、ＣＢＳ伝送が発生する変更周
期に先立つ変更周期でありうる。
【００８０】
　ＭＣＣＨとは相互に異なる物理チャネルがＭＴＣＨ及びＣＴＣＨを運ぶと、ＵＴＲＡＮ
は、ＭＣＣＨ　ＭＢＭＳポイント　ツウ　マルチポイント無線ベアラー情報メッセージ内
にＣＴＣＨ設定情報を含め、次に、該メッセージをＵＥに転送する（Ｓ２１２）。好まし
くは、ＭＢＭＳポイント　ツウ　マルチポイント無線ベアラー情報メッセージは、ＣＴＣ
Ｈが物理チャネルにマッピングされるどの論理チャネルに該当するかを指示するＣＴＣＨ
指示子（ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を含む。
【００８１】
　ＵＥは、ＭＢＭＳポイント　ツウ　マルチポイント無線ベア李情報メッセージを受信し
、ＣＴＣＨ設定情報を獲得する（Ｓ２１２）。その後、ＵＴＲＡＮとＵＥは、ＣＴＣＨ設
定情報を用いてＣＢＳメッセージを転送／受信するためにＣＴＣＨを設定する（Ｓ２１３
、Ｓ２１４）。
【００８２】
　ＭＣＣＨ変更周期の間にＭＢＭＳ情報メッセージを受信することによってＣＢＳ指示情
報を獲得すると、ＵＥは、特定の変更周期の間にＣＴＣＨを受信する。ＢＭＣスケジュー
リングメッセージがＣＴＣＨを介して転送されると、ＵＥは、該ＢＭＣスケジューリング
メッセージを受信する（Ｓ２１５）。
【００８３】
　ＵＥが、特定の変更周期の間にＣＴＣＨを介してＢＭＣ　ＣＢＳメッセージを受信する
（Ｓ２１６）。ＢＭＣスケジューリングメッセージがＳ２１５段階でＣＴＣＨを介して受
信された場合、ＵＥは、該ＢＭＣスケジューリングメッセージを用いてＢＭＣ　ＣＢＳメ
ッセージを不連続的に受信する。ＢＭＣ　ＣＢＳメッセージを受信した場合、ＵＥは、該
メッセージ内に含まれた特定ＣＢＳに該当するセル放送データを獲得する（Ｓ２１６）。
【００８４】
　図１２は、本発明のさらに他の実施例による方法を示すフローチャートである。図１２
に示すように、特定のＭＣＣＨ変更周期の間にＣＢＳ伝送があると、ＵＴＲＡＮは、ＭＣ
ＣＨ変更周期の間にＭＢＭＳサービス情報メッセージ内にＣＢＳ指示情報を含め、その後
、該メッセージをＵＥに転送する（Ｓ３１１）。ＣＢＳ指示情報が送られる変更周期及び
ＣＢＳ伝送が発生する変更周期は、同一でありうる。これに対し、ＣＢＳ指示情報が送ら
れる変更周期は、ＣＢＳ伝送が発生する変更周期に先立つ変更周期でありうる。
【００８５】
　異なる物理チャネルがＭＴＣＨ及びＭＣＣＨを運ぶと、ＵＴＲＡＮは、ＭＣＣＨ　ＭＢ
ＭＳポイント　ツウ　マルチポイント無線ベアラー情報メッセージ内にＭＴＣＨ設定情報
を含め、その後、該メッセージをＵＥに転送する（Ｓ３１２）。このＭＢＭＳポイント　
ツウ　マルチポイント無線ベアラー情報メッセージは、ＭＴＣＨが、転送されたＣＢＳメ
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ッセージを運ぶ論理チャネルであることを指示する。
【００８６】
　ＵＥは、ＭＢＭＳポイント　ツウ　マルチポイント無線ベアラー情報メッセージを受信
し、ＭＴＣＨ設定情報を獲得する（Ｓ３１２）。その後、ＵＴＲＡＮとＵＥは、該ＭＴＣ
Ｈ設定情報を用いてＣＢＳを転送／受信するためにＭＴＣＨを設定する（Ｓ３１３、Ｓ３
１４）。
【００８７】
　ＭＣＣＨ変更周期の間にＭＢＭＳ情報メッセージを受信することによってＣＢＳ指示情
報を獲得すると、ＵＥは、特定の変更周期の間に、ＭＴＣＨの他に、ＭＴＣＨを運ぶ物理
チャネルを介してＭＴＣＨを受信する（Ｓ３１５）。ＢＭＣスケジューリングメッセージ
がＭＴＣＨを介して転送されると、ＵＥは、該ＢＭＣスケジューリングメッセージを受信
する（Ｓ３１５）。
【００８８】
　ＵＥが特定の変更周期の間にＭＴＣＨを介してＢＭＣ　ＣＢＳメッセージを受信する。
ＢＭＣスケジューリングメッセージをＳ３１５段階でＭＴＣＨを介して受信した場合、Ｕ
Ｅは、該ＢＭＣスケジューリングメッセージを用いてＢＭＣ　ＣＢＳメッセージを不連続
的に受信する。ＢＭＣ　ＣＢＳメッセージを受信すると、ＵＥは、該メッセージ内に含ま
れた特定ＣＢＳに該当するセル放送データを獲得する（Ｓ３１６）。
【００８９】
　図１３は、本発明のさらに他の実施例による方法を示すフローチャートである。図１３
に示すように、特定のＭＣＣＨ変更周期の間にＣＢＳ伝送があると、ＵＴＲＡＮは、ＭＣ
ＣＨ変更周期の間にＭＢＭＳサービス情報メッセージ内にＣＢＳ指示情報を含め、その後
、該メッセージをＵＥに転送する（Ｓ４１１）。ここで、ＣＢＳ指示情報が送られる変更
周期及びＣＢＳ伝送が発生する変更周期は、同一でありうる。これに対し、ＣＢＳ指示情
報が送られる変更周期は、ＣＢＳ伝送が発生する変更周期に先立つ変更周期でありうる。
【００９０】
　異なる物理チャネルがＭＴＣＨ及びＭＣＣＨを運ぶと、ＵＴＲＡＮは、ＭＣＣＨ　ＭＢ
ＭＳポイント　ツウ　マルチポイント無線ベアラー情報メッセージ内にＭＴＣＨ設定情報
を含め、その後、該メッセージをＵＥに転送する（Ｓ４１２）。ＭＢＭＳポイント　ツウ
　マルチポイント無線ベアラー情報メッセージは、ＭＴＣＨが、転送されたＣＢＳメッセ
ージを運ぶ論理チャネルであることを指示する。
【００９１】
　ＵＥは、ＭＢＭＳポイント　ツウ　マルチポイント無線ベアラー情報メッセージを受信
し、ＭＴＣＨ設定情報を獲得する（Ｓ４１２）。その後、ＵＴＲＡＮとＵＥは、該ＭＴＣ
Ｈ設定情報を用いてＣＢＳを転送／受信するためにＭＴＣＨを設定する（Ｓ４１３、Ｓ４
１４）。
【００９２】
　ＭＣＣＨ変更周期の間にＭＢＭＳ情報メッセージを受信することによってＣＢＳ指示情
報を獲得すると、ＵＥは、特定の変更周期の間に、ＭＴＣＨの他に、該ＭＴＣＨを運ぶ物
理チャネルを介してＭＳＣＨを受信する（Ｓ４１５）。ＵＴＲＡＮがＢＭＣスケジューリ
ングメッセージをＭＳＣＨを介して転送すると、ＵＥは、該ＢＭＣスケジューリングメッ
セージを受信する（Ｓ４１５）。
【００９３】
　ＵＥが、特定の変更周期の間にＭＴＣＨを介してＢＭＣＣＢＳメッセージを受信する。
ＢＭＣスケジューリングメッセージをＳ４１５段階でＭＳＣＨを介して受信した場合、Ｕ
Ｅは、該ＢＭＣスケジューリングメッセージを用いてＢＭＣ　ＣＢＳメッセージを不連続
的に受信する。該ＢＭＣ　ＣＢＳメッセージを受信した場合、ＵＥは、該メッセージ内に
含まれた特定ＣＢＳに該当するセル放送データを獲得する（Ｓ４１６）。
【００９４】
　図１４は、本発明の一実施例によるユーザ装備（ＵＥ）を示すフローチャートである。
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図１４に示すように、ＵＥは、ＢＣＣＨまたはＭＣＣＨを介してＭＢＭＳチャネル設定情
報を指示するメッセージを受信する（Ｓ５１０）。該ＭＢＭＳチャネルは、ＭＣＣＨ、Ｍ
ＴＣＨまたはＭＳＣＨである。該メッセージは、ＢＣＣＨのシステム情報ブロックまたは
ＭＣＣＨのＭＢＭＳポイント　ツウ　マルチポイント無線ベアラー情報メッセージである
。
【００９５】
　ＵＥは、その受信メッセージが、ＣＢＳ転送のための特定の無線ベアラーまたはＣＢＳ
転送のための特定の論理チャネルがＣＴＣＨまたはＭＴＣＨであることを指示する情報を
含むか否か確認（ｃｈｅｃｋ）する（Ｓ５２０）。該メッセージが、ＣＢＳ転送のための
特定の無線ベアラーまたはＣＢＳ転送のための特定の論理チャネルがＣＴＣＨまたはＭＴ
ＣＨであることを指示する情報を含まないと、ＵＥは、５１０段階を再実行する。
【００９６】
　該メッセージが、ＣＢＳ転送のための特定の無線ベアラーまたはＣＢＳ転送のための特
定の論理チャネルがＣＴＣＨまたはＭＴＣＨであることを指示する情報を含むと、ＵＥは
、該設定情報を用いてＣＢＳ転送のためのＣＴＣＨまたはＭＴＣＨを設定した後、該ＣＢ
Ｓ指示情報またはスケジューリング情報に基づき、当該設定されたチャネルを用いてＣＢ
Ｓメッセージを不連続的に受信する（Ｓ５３０）。好ましくは、ＣＢＳメッセージは、Ｕ
ＴＲＡＮのＢＭＣ階層によって転送され、ＵＥのＢＭＣ階層によって受信される。
【００９７】
　図１５は、本発明の他の実施例によるユーザ装備を示すフローチャートである。図１５
に示すように、ＵＥは、図１０のＳ１１１段階に示すように、ＣＢＳを受信するためにＣ
ＢＳチャネル設定情報を受信し、その後、ＣＢＳチャネルを設定する。該ＣＢＳチャネル
は、該ＣＢＳを転送するための論理チャネルであるＣＴＣＨまたはＭＴＣＨを指示する（
Ｓ６１０）。
【００９８】
　ＵＥは、周期的にＭＣＣＨを受信する。ＵＥは、新しいＭＣＣＨ変更周期の間にＭＢＭ
Ｓ情報メッセージを受信する（Ｓ６２０）。ＵＥは、該受信したメッセージが、ＣＢＳメ
ッセージが現在または特定の変更周期の間に転送されることを指示するか否かを確認する
（Ｓ６３０）。該ＣＢＳメッセージの転送が指示されていないと、ＵＥは、段階Ｓ６２０
を再実行する。ＣＢＳメッセージの転送が指示されていると、図１０のＳ１１６段階に示
すように、ＵＥは、当該変更周期の間に、設定されたＣＢＳチャネルを介して該ＣＢＳメ
ッセージを受信する。
【００９９】
　本発明の上記の各実施例が移動通信システムで説明されているが、本発明は、無線通信
能力を備えたＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）及びノ
ートブックコンピュータにも適用可能である。。また、本発明の説明のために用いられた
用語は、ＵＭＴＳのような無線通信システムの範囲に限定されず、ＴＤＭＡ、ＣＤＭＡ、
及びＦＤＭＡのような他の無線インターフェース及び物理階層を使用する他の無線通信シ
ステムにも適用可能である。
【０１００】
　本発明の技術的特徴は、ソフトウェア、ファームウエア、ハードウェアまたはソフトウ
ェア、ファームウエア、及び／またはハードウェアの組み合わせで具現されることができ
る。具体的には、本発明の内容は、コンピュータプログラミング言語を用いて、コード、
回路チップ、及びＡＳＩＣのようなハードウェアロジックを用いるハードウェアで具現さ
れる、または、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスクまたはテープのような
コンピュータ可読記憶媒体または光学式記憶体、ＲＯＭまたはＲＡＭ内にコードで具現さ
れることができる。
【０１０１】
　コンピュータ可読（ｒｅａｄａｂｌｅ）媒体内に記憶されたコードは、プロセッサによ
って接近されて実行されることができる。本発明の内容を具現するためのコードは、ネッ
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トワーク上の転送媒体またはファイルサーバーを介して接近可能である。該コードで具現
された装置は、ネットワーク転送ライン、無線転送媒体、信号伝達、無線信号または赤外
線信号のような無線転送媒体を含むように構成される。
【０１０２】
　図１６は、本発明の機能を行う移動端末のような無線通信装置を示す図である。図１６
に示すように、無線通信装置１００は、マイクロ・プロセッサまたはデジタルプロセッサ
のような処理（ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ）ユニット１１０、ＲＦモジュール１３５、電力制
御モジュール１０６、アンテナユニット１４０、バッテリー１５５、ディスプレイモジュ
ール１１５、キーパッド１２０、ＲＯＭ、ＳＲＡＭまたはフラッシュメモリのような記憶
モジュール１３０、スピーカー１４５及びマイクロホン１５０を備える。
【０１０３】
　ユーザは、キーパッド１２０のボタンを押下することによって電話番号のような命令情
報を入力するか、マイクロホン１４５を用いて声を活性化する。処理ユニット１１０は、
ユーザによって要請された機能を果たすために命令情報を受信して処理する。
【０１０４】
　処理ユニット１１０は、当該機能を行うのに必要なデータのために記憶モジュール１３
０を検索する。処理ユニット１１０は、記憶モジュール１３０から検索したデータ及びユ
ーザの命令情報をユーザの便宜のためにディスプレイモジュール１１５からディスプレイ
する。
【０１０５】
　処理ユニット１１０は、ボイス（ｖｏｉｃｅ）通信データを含む無線信号を転送するた
めにＲＦモジュール１３５に指示（ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ）情報を伝達する。ＲＦモジ
ュール１３５は、無線信号を転送及び受信するための転送器及び受信器を備える。これら
の無線信号はアンテナを介して転送または受信する。ＲＦモジュール１３５は、ネットワ
ークからデータを受信するのに用いられる、または、該無線通信装置からネットワークに
測定または生成された情報を転送するのに用いられる。無線信号を受信すると、ＲＦモジ
ュール１３５は、処理ユニット１１０が無線信号を処理できるように、該無線信号を基底
帯域（ｂａｓｅｂａｎｄ）周波数に変換する。該変換された信号は、スピーカー１４５か
ら可読情報として伝達される。
【０１０６】
　記憶モジュール１３０は、無線通信装置から測定または生成された情報を保存するのに
用いられる。無線通信装置はデータを受信し、該受信したデータを処理し、該処理したデ
ータを転送するために、処理ユニットモジュール１１０を使用する。
【０１０７】
　本発明は、従来技術に比べて長所を提供する。無線移動端末は、ＭＢＭＳの制御チャネ
ルを介してＭＢＭＳ及びＣＢＳのための制御情報を受信し、該制御情報に基づいて単一物
理チャネルを介してＭＢＭＳ及びＣＢＳを受信する。したがって、ＭＢＭＳ及びＣＢＳを
同時に受信しようとする無線移動端末は、単一物理チャネルを受信することによって效果
的にそれを達成することができる。
【０１０８】
　本技術分野に熟練した者にとっては、本発明の本質や範囲を逸脱しない限度内で本発明
の様々な修正及び変形が可能であることは明らかである。したがって、本発明は、添付し
た請求項及びその均等範囲内で符合する本発明のいずれの修正及び変動も含むことができ
る。
【０１０９】
　本発明は、本発明の本質または必須な特徴を逸脱しない限度内で様々な形態に具現され
ることができるので、上述の各実施例は、別の特定がない限り、前述した説明のいずれの
詳細によっても制限されず、付加の請求項に定義されたように、その本質及び範囲内で広
範囲に解釈されねばならない。したがって、請求項の範囲内における変更及び修正、その
均等物はいずれも、本発明の範囲に含まれる。
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【０１１０】
　前述の実施例及び長所は、単に例示的なもので、本発明を制限するためのものではない
。本発明は、他のタイプの装置にも容易に適用されることができる。本発明の説明は、解
説のためのもので、特許請求の範囲を制限するためのものではない。多くの両者択一的な
選択事項、修正及び変更は、本技術分野における当業者には明白である。請求項において
、機能式請求項（ｍｅａｎ－ｐｌｕｓ－ｆｕｎｃｔｉｏｎ）は引用された機能及び構造的
な均等物だけでなく、均等な構造まで行うようにここで説明された構造を含む。
【産業上の利用可能性】
【０１１１】
　本発明は、移動通信システムに適用されることができる。
【図面の簡単な説明】
【０１１２】
【図１】３ＧＰＰ非同期ＩＭＴ－２０００システムの汎用移動通信システム（ＵＭＴＳ）
のネットワーク構造を示す図である。
【図２】ＵＭＴＳで用いられる無線インターフェース（ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）プロトコル
を示す構造図である。
【図３】ＵＥにおけるＭＢＭＳのための既存のチャネル構成を示す図である。
【図４】ＭＣＣＨ情報の転送方法を示す図である。
【図５】ＭＢＭＳを提供する既存の手続きを示すフローチャートである。
【図６】ＭＴＣＨを介したＭＢＭＳデータの不連続的な転送を示す図である。
【図７】セル放送サービスのためのネットワーク構造を示す図である。
【図８】第１段階のスケジューリングを示す図である。
【図９】既存のＢＭＣスケジュールメッセージを示す構成図である。
【図１０】本発明の第１実施例による方法を示すフローチャートである。
【図１１】本発明の第２実施例による方法を示すフローチャートである。
【図１２】本発明の第３実施例による方法を示すフローチャートである。
【図１３】本発明の第４実施例による方法を示すフローチャートである。
【図１４】本発明の第１実施例によるユーザ装備（ＵＥ）における方法を示すフローチャ
ートである。
【図１５】本発明の第２実施例によるユーザ装備における方法を示すフローチャートであ
る。
【図１６】本発明の機能を果たす、移動端末のような無線通信装置を示す図である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図３】
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